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西部農林水産振興センター益田農業部 

標題 作業量の見える化により新規就農者の早期経営安定をサポート 

  （ダイジェスト） 

益田のぶどうは１経営体当たりの経営規模が大きいため、リタイヤした経営体の園を譲り受け

た経験の浅い新規就農者は、作業が重なり管理が不十分になることがあります。そこで、現状の

作型で必要な労働力を旬別に示すことで、労力に応じた適切な作型設定など自ら対策を立てるこ

とができるよう指導しました。 

これにより適期作業が行われ、品質の向上や雇用経費の削減など早期の経営安定につながるこ

とを期待しています。 

 国営開発地を中心に栽培されているぶどうは、１経営体当たりの経営規模が大きいことが特徴で

す。このため、生産者は品種と作型の組み合わせで作業を分散させ、大面積での営農を可能にして

います。 

 近年、UI ターン就農者がこうした大面積の既存園を譲り受けて営農を始める事例が多く見られ

ます。この場合、経験の浅さから、品種やハウスごとに必要な作業量を考慮した作型設定になって

いないことから、作業が重なることで管理が不十分となり、収量や品質の低下をもたらしているこ

とが問題でした。 

そこで、現状の作型で想定される旬別の労働時間表を使い、繁忙期に必要な労力を認識してもら

うことで作型を設定し、適期作業による経営改善につなげることにしました。 

ある新規就農者は、作業の遅れを取り戻すために必要以上に雇用していました。労働時間表を活

用することで、繁忙期

の作業ピークの分散と

ともに人件費などのコ

スト削減につながるこ

とを認識させることが

でき、自ら対策を立て

る機会になりました。 

農業部では、労力に

応じた作業量の視点で

適期の管理を奨め、品

質向上と経費削減で、

早期経営安定を支援し

ています。 
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